
















The Politics of Pardon
Burgundian Dukes and Jubilee in Cities in the Late Medieval Low Countries
 Hideki AOTANI
Abstract
　　From the end of the 14th century, the Jubilee Indulgence––originally granted 
only to pilgrims to Rome––became obtainable even in local capital cities where 
the extended Jubilee was announced. In the Low Countries during the second half 
of the 15th century, the cities of Mechelen, Ghent, and Bruges were such cities 
and, as holy places of the indulgence, they attracted vast crowds of pilgrims. 
Through the holy celebrations, the cities were thereby able to raise their prestige. 
However, the city governments became compelled to negotiate not only with the 
Papacy but also with Burgundian dukes, as the secular rulers, to obtain that 
great privilege of making themselves holy cities of Jubilee. The secular princes 
often took the stronger initiative in the process of those negotiations. 
Emphasizing political communication among them, this article is intended to 
discuss the little-known or discussed religious policy of the Burgundian dukes. 
From a careful examination of this subject will emerge an image of a relationship 





































































































に布告されるものと見なされていたが、1343 年には教皇クレメンス 6 世が 7 年後の聖年
を布告し、以後、50 年ごとに聖年の贖宥は与えられることとなった。しかし、14 世紀後
半のシスマの時代、ローマ教皇庁とアヴィニョン教皇庁あるいはその信者たちの間では、





いる。シスマが解消された後には、1450 年に教皇ニコラウス 5 世により聖年が布告され、



















まず、1451 年以降のメヘレンの事例が最も重要である。1450 年に教皇ニコラウス 5 世
が聖年の全贖宥を布告したことは先に触れたが、メヘレンの聖年はこれの延長にあたる。
具体的には、1451 年 4 月 23 日から 8 月 23 日までに同地に巡礼を果たした信者に全贖宥
が与えられるとされたが、実際にはこれもまた同年 10月 31日まで延長されることとなる。
さらに重要なのは、その後 1455 年から 1465 年まで長期にわたって、再び聖年が延長さ
れたことである。これらの年においては、初年度の 10 月 1 日から降誕節までの間、ある
いはその後の年度における聖金曜日後の 40 日間にメヘレンを訪れた巡礼者が、やはり全
贖宥を獲得しえた。このメヘレンの聖年の後、巡礼の場はヘントに移行する。ヘントでは、
1467 年の待降節第一日曜日（11 月 29 日）から 1468 年の公現節までの間、そして 1468
年の枝の主日（4 月 10 日）から聖体の祝日（6 月 16 日）までの間に同地を訪れた者が、




































懇願により教皇から与えられ、復活祭前の 1450 年（現在の暦で 1451 年）4 月 23 日の聖


















































































に沿う形で利用されようとしていたのである。同年 12 月 30 日に、教皇カリクストゥス 3








事前に君主の認可が必要とされていたことがわかる。まず、1467 年 9 月 18 日から 22 日
にかけて、2 人の使者がブリュッセルのブルゴーニュ公と教皇使節のもとへと向かった 21。
さらにその 10 日後にも、シャルル突進公と官房長宛てに書状が認められている 22。同様




に認められ、4 月から 6 月にかけてヘントは再びブルゴーニュ公国のローマとなったので














るはずはない。同年 8 月 8 日には、シャルルの命により、ブリュッセルで都市の代表団
が屈辱的な謝罪儀礼を行い、君主の慈悲を乞う羽目となった。重要なのは、この謝罪儀礼
で都市はいったん破滅を免れたものの、シャルルの赦しはなお得られていなかった点であ

































































































民と接触する役目を果たしたのは、このときが最初ではない。たとえば、1439 年 1 月、
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